
令和４年11月号              埼玉県警察鉄道警察隊発行 

 
 

 

        

 

 

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

             

                            

               

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

第74号 

 
  

 

 令和４年11月17日（木）、３年ぶりにＪＲ東日本大宮支社において、「チカン撲滅のための連絡会

議」が、鉄道事業者、バス事業者、県内高等学校等の代表者総勢21名の参加により開催されました。 

 各事業者及び各学校による痴漢防止への取組状況の発表や、埼玉県内の痴漢犯罪の現状、被害者支

援センターによる犯罪被害者の心理についての講演等、様々な情報を共有しました。 

 会議の中で皆様に発表して頂きました、痴漢撲滅のための取組みについてご紹介します。 

  

  

 

  

  
  

  
  

  

  

  

  

  

  

 

・新入生を対象にホームルーム等で痴漢犯 

 罪防止講話の実施 

・生徒全員が所持しているタブレット端末 

 に鉄道警察隊作成の動画や防犯アプリを 

 配信 

・被害相談情報を、教職員全体で共有し、 

 被害生徒のケア等を実施 

・被害にあった生徒には臨床 

 心理士のカウンセリング 

  を実施 

          

 

各学校における取組み状況の発表 

 

 

 

各事業者における取組み状況の発表 

 

 

 

  

  

痴漢犯罪の現状（令和４年） 

 今年10月末までに鉄道警察隊で把握した痴漢被

害相談件数は379件で、被害が最も多い発生時間帯

は朝７時台、高校生対象の被害相談が多い状況で

した。 

 なお、被害路線については相談件数に大差はな

いことから、朝の通勤通学時間帯での注意が必要

と思われます。 

 会議当日に配布した資料（欠席の方はメールで送

付しています）の６ページから10ページにかけて

「痴漢被害の相談届出要領」 

が記載されていますので、 

 相談等があった場合は、 

   ぜひご活用下さい。 

   

   

 

・痴漢犯罪防止キャンペーン実施期間中 

 に、自社公式ツイッターで情報発信活動 

・駅構内や車内放送での広報活動や、デジ

 タルサイネージ、ポスター等を掲示して

 痴漢撲滅を訴えた 

・被害申告時の警察への速報   

・不審者出没等の情報が 

 あった時間帯の制服勤務 

 員の警戒強化 

   

 

 

犯罪被害者支援講話 

 特別講師として埼玉県犯罪被害

者援助センターの方々をお招きし

「被害者の心情」「被害相談を受

けた場合の対応方法」等の講話を

して頂きました。 

 

  

相談窓口 

アイリスホットライン 

０１２０—３１—８３４１ 

２４時間相談可 

 

  

  


